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２．オーストラリアにおけるサッカーの「プロ化」の動向と背景

尾崎 正峰

はじめに

FIFA ワールドカップ・ドイツ大会の予選第１次

リーグで日本と同組（F 組）となったことを契機

として、オーストラリアのサッカーへの注目が集

まり、関連する報道もそれなりの数に上った。し

かし、その視点は、あくまでも「日本代表チーム

が戦う相手としてどうか」云々というものであり、

その歴史的、社会的背景にまで立ち入ってふれて

いたものはごくわずかであったと思われる。従来

までの日本におけるオーストラリアのサッカーの

「情報過疎」の状況がそのまま反映していたとい

える(1)。

このように、日本においては、ほとんど注目さ

れてこなかったオーストラリアのサッカーである

が、その歴史は、オーストラリアの社会の変遷を

とらえる上で格好の素材といえる。同時に、彼の

地のサッカーは、現在、新たな動きの中にあり、

現代のスポーツの特徴を鮮明に示している。ここ

では、オーストラリアのサッカーの歴史と現状に

ついて、その社会的な背景とともに見ていくこと

にする(2)。

１．サッカーはマイナーか？～スポーツ人気の

「オーストラリア・スタンダード」

全国調査(3)の統計数値から見えてくるオースト

ラリアにおける「するスポーツ」「見るスポーツ」

の現状は以下のようになる。

「スポーツ大国」「スポーツ天国」とも称され

るオーストラリアの「するスポーツ」は、ウォー

キング、スイミング、エアロビクス、ゴルフ、テ

ニスの順となっている。

一方、「見るスポーツ」は、オーストラリア・

フットボールが第 1 位で、続いて、競馬、モータ

ー・スポーツ、ラグビー・リーグの順となってい

る。サッカーは、クリケットに続いて 6 番目とな

っている。

「見るスポーツ」の第 1 位にオーストラリア・

フットボールがあげられているが、オーストラリ

アでは 4 つのフットボール・コード（code）、す

なわち、「フットボール」として分類される種目

に、オーストラリア・フットボール、ラグビー・

リーグ、ラグビー・ユニオン、そして、サッカー

（アソシエーション・フットボール）の 4 種類が

ある。日本でふつう「ラグビー」と言われている

種目はラグビー・ユニオンのことを指し、オース

トラリア・フットボールとラグビー・リーグは、

一チームの人数をはじめとしてルールが大きく異

なっている。

それぞれのコードの州別の試合観戦の割合の違

いを見ていくと、オーストラリア・フットボール

は、メルボルンを州都とするビクトリア州、そし

て、南オーストラリア州、西オーストラリア州、

タスマニア州、北部準州において圧倒的な人気を

誇っているが、シドニーを州都とするニューサウ

スウェールズ州やクイーンズランド州では一桁台

にとどまっている。

ラグビー・リーグの場合は、逆に、ニューサウ

スウェールズ州やクイーンズランド州、そして、

オーストラリア首都特別地域で高くなっている。

オーストラリア・フットボールの人気の高いビク

トリア州などでは数値は低い。

ラグビー・ユニオンは、上の 2 つのコードと比

べると全般的に数値は高くない。その中で、オー

ストラリア首都特別地域がもっとも高く、続いて、

ニューサウスウェールズ州、クイーンズランド州

である。

残るサッカーは、実際にプレイしている人の割

合は、「見るスポーツ」での「人気度」では圧倒
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的な差をつけられているオーストラリア・フット

ボールと大きな違いはない。その意味で、オース

トラリアにおけるサッカーは、「見るスポーツ」

よりも「するスポーツ」としての性格の方が強く

なっているということもできる。ただし、テレビ

で放映される種目、総放映時間、視聴率などの要

素を加えれば、オーストラリア・フットボールや

ラグビー・リーグとサッカーのオーストラリアの

社会における浸透度、その差は大きいということ

ができる(4)。

世界の中で、サッカーは数多くの人々を惹きつ

けるもっとも「メジャー」なスポーツといえる。

しかし、オーストラリアでは、若干、状況は異な

っている。「グローバル・スタンダード」に対す

る「オーストラリア・スタンダード」とでもいう

べき特殊な状況がオーストラリアにあるといって

よいであろう。

歴史を紐解けば、イギリスによる入植、移民の

増加と連邦国家の形成。この過程で生み出されて

きた社会の「支配層」と移民（あるいは、労働者

階級）との対立と緊張は、その後、長くオースト

ラリアの社会のあり方を規定するひとつの軸とな

った。

こうした過程において、サッカーは移民が行う

ゲームととらえられるようになっていく。とくに、

第二次世界大戦後の移民によって主導されたこと

もあり、「エスニック」なイメージがつきまとっ

ていった。加えて、ゲームの中で起こった「暴力」

という要素も絡み合って、社会におけるマイナ

ス・イメージが形成され、世紀の変わり目を越え

てもなお残存することになった。このことは、1970

年代以降、いわゆる白豪主義から多文化主義へと

国家政策が転換する中にあって、人々の移民、エ

スニックに対する意識のズレのようなものを示し

ているといえる。

このように、オーストラリアにおけるサッカー

の比較低位な位置づけは、歴史的、社会的に形成

されたといえる。その意味で、その要因は、オー

ストラリアの社会の歴史を読み解く中で明らかに

されなければならない。

２．オーストラリアにおけるサッカーの変容

前項でふれたように、オーストラリアにおける

サッカーは、他の種目との比較において低い位置

づけが歴史的に形成されてきた。そんな中、FIFA

ワールドカップ大会に、1974 年以来 8 大会ぶり 2
度目の出場を果たしたことは、大きな意味を持っ

ていた。それは、オーストラリアのサッカーにお

ける現在の変容のひとつの「結果」であった。そ

の「結果」を生み出す流れは、少し前から始まっ

ていた。

（１）サッカーの「プロ化」 

～「現代（ヒュンダイ）A リーグ」の発足

2005 年 8 月、従来までのセミ・プロ的な National 

Soccer League を大幅に改変し、オーストラリア初

の本格的プロリーグ「現代 A リーグ」が発足した。

「A リーグ」の創設を、日本における実業団リー

グから J リーグへの転換になぞらえることができ

るかどうかは、今後の動向をふまえてとらえてい

く必要があるが、オーストラリアのサッカーにと

っての歴史的な転換点ということができる。

現時点においてとらえることができる特徴は、

第一に、その運営・経営を支える基盤となるスポ

ンサーの構成である。まず、グローバル化の進む

現代社会の反映として、「現代（ヒュンダイ）自

動車」という韓国の多国籍企業が冠スポンサーと

なっていることがある。そして、メディアの世界

戦略とスポーツの関係は緊密なものがあるが、メ

ディア産業の中の“巨人”である「FOX SPORTS」

が加わっている。また、こうした国家の枠組みを

超えて世界的な活動の拡がりを見せる企業群と同

時に、オーストラリアのシンボル企業である「カ

ンタス航空」と電気通信企業「テルストラ」がス

ポンサーとして名を連ねている(5)。

「A リーグ」の特徴の第二点目は、オーストラ

リアのサッカーにとっての基盤であったエスニッ

ク・コミュニティと切り離して、「都市」を基盤

とするチームへ編成替えした点である。シドニー、

メルボルン、ブリスベン、パース、アデレードな

どの他に、ニュージーランドのオークランドまで
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も取り込んで、1 都市 1 チームを基本とする 8 チ

ーム体制に組み替えた(6)。ここには、チームの基

盤をエスニック・コミュニティから都市へと転換

させることは、サッカーの人気、拡がりを実現す

るために必要不可欠のものであるとする戦略上の

認識があるといえる(7)。

こうしたチームの再編成の意味を見ていく上で

は、オーストラリア社会における移民とそのコミ

ュニティ、ひいては、エスニシティをめぐる状況

に目を向ける必要がある(8)。

ひとつ事例を挙げるならば、サッカーのローカ

ル・チームの基盤としてのエスニック・コミュニ

ティの変容がある。ヨーロッパ地域からの移民の

減少、すなわち、「母国」からの移民の減少、そ

して、移民第 2 世代、第 3 世代の数・割合の増加

が同時に起こってきている。とくに、後者につい

ては、「若い」世代の自らのアイデンティティへ

の問いとともに、オーストラリアでの社会上昇を

果たしていく上で Australianess（オーストラリア

らしさ）を体現していくことが必要不可という現

実がある。こうした狭間に立たされる世代にとっ

て、「故国」に対する意識、そしてエスニック・

コミュニティの位置づけは、以前とは異なるもの

とならざるを得ない。

（２）「オセアニア」から「アジア」へ

オーストラリアのサッカーをめぐるもう一つの

大きな動きとして、オーストラリアがその設立に

深く関わり、長く中心的な役割を演じてきたオセ

アニアサッカー連盟（OFC：1966 年設立）からア

ジアサッカー連盟（AFC）への所属変更が認可さ

れたことがある。

その理由として、FIFA 内ではオセアニア地域の

位置が低く、ワールドカップ大会への出場国の枠

が AFC 側の方が多い（オセアニア＝0.5 枠、アジ

ア＝4.5 枠）ため本大会出場への可能性がより高

いこと、レベルの高い国々が加盟している AFC
に属していた方が競技力向上にもプラスになるこ

と、などがあげられている(9)。

おわりに

現在のスポーツを特徴づけているものをキーワ

ード風に並べるならば、グローバリゼーション、

メディア、商業化などとなろう。とくに、メディ

ア主導によるスポーツの変容は顕著である。

オーストラリアにおいても例外ではない。本稿

でふれてきた現在のサッカーの変容も、こうした

流れの中にある出来事といえる。そのほかの種目

を概観してみても、クリケットの「one day match」、

そして、ルパート・マードック氏の「スーパー・

リーグ」構想はラグビー・リーグの再編という帰

結を見た。また、「ローカル」種目のオーストラ

リア・フットボールをメディアに載せるべく、そ

の性格転換が図られている。

一方、こうしたメディア主導によるスポーツの

変容に対する社会、ファンからの反発も起こって

きている(10)。

ローカルなるものに覆い被さるグローバリゼー

ションの波。ローカル、あるいはファンからの異

議申し立てとその可能性はあるのか。これまでと

は異なる流れはどのようなものとなるのか。こう

した視点が今後検討される必要がある。

＜注＞

(1)象徴的であったのが、予選組み合わせ抽選会直

後の川淵三郎会長の発言であろう。川淵氏も「オ

ーストラリアのことはよく知らなかった」と後に

認めている。

(2)本稿は、昨年度の月例研究会（2006 年 1 月）

での発表をもとにしているが、紙幅の関係から、

史資料、データ、参考文献などの多くを割愛して

いる。詳細については、別稿（「移民、エスニシ

ティとオーストラリア・スポーツの展開」高津勝・

尾崎正峰『越境するスポーツ』創文企画、2006）

を参照していただきたい。

(3)Australian Bureau of Statistics (ABS), 
Participation in Sport and Physical Activities 
1999-2000 (Cat. no.4177.0). ABS, Sports 
Attendance April 1999 (Cat. no.4174.0).
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(4)こうしたコード間の差は、メディアの取り上げ

方の歴史的差異が関係している部分があると思わ

れる。たとえば、サー・キース・マードックは、

1930 年代の世界不況の時代、オーナーを務めてい

た『メルボルン・ヘラルド』紙において不況問題

に関する記事は掲載せず、フットボールの記事を

大々的に報じ続けた。このことが、メルボルン（ビ

クトリア州）でオーストラリア・フットボールが

浸透した一因ともいわれている。

(5)この他に、「POWERADE」（Sports & Soft Drink 

Supplier）がスポンサーとなっている。同社は、

EU 等世界展開をしているが、オーストラリアに

は支社がないことから、同社なりの世界戦略が反

映しているのであろう。

(6)チームの再編成にあたっては、ヨーロッパなど

でプレイするオーストラリアの選手の呼び戻しや

他国からの監督、コーチ、そして選手の招聘が盛

んに行われた。横浜 FC の「カズ」こと三浦知良

選手がシドニーFC へレンタル移籍も、こうした経

緯の中での出来事であった。では、「なぜカズで

あったのか」という問いに対しては、いくつかの

答えが用意されるであろう。シドニーFC の監督が

J リーグでもプレイしたリトバルスキー氏であっ

たこと、「シンボル」としてのカズ、そのメディ

ア・コンテンツとしての価値、などの諸要素が組

み合わされた結果ともいえる。カズに焦点を当て

た特集番組がいくつか放映され、日本への「A リ

ーグ」の「お披露目」効果もあったといえる。

(7)ただし、こうした戦略上の認識は、1960 年代

前後から出されてきており、ある意味では「継続

的課題」であったととらえられる。

(8)この問題を考える場合、現在のハワード政権の

移民政策への視点も不可欠である。

(9)この他、2005 年 1 月、全国組織の名称を、

'Australian Soccer Association' か ら 'Football 

Federation Australia' へと変更した。 'Soccer'から

「世界標準」の 'Football'への変更は、ある意味、

象徴的である。

(10)Murray G. Phillips, Brett Hutchins and Bob 
Stewart, ‘The Media Sport Complex: Football 

and Fan Resistance in Australia’ , in John 
Nauright & Kimberly S. Schimmel (ed.), The 
Political Economy of Sport, Palgrave 
Macmillan, 2005.
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